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安全文化・組織風土劣化防止に係る取組の総合評価及び要請（指導）について 

 

 

平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日に行われた、泊発電所における安全文化

醸成活動については、以下のとおり評価しましたので通知します。取組要請事項について

は、確実に実行されるよう求めます。 

 

 

 

記 

１．総合所見 

平成２８年度計画に掲げた取組は、従来の継続的な活動に加え、前年度要請事項を踏

まえ実施され、また、発電所の品質目標に「世界のエクセレンスとのギャップを踏まえ、

より一層の安全を目指す」ことを定め、各課室で改善事項の抽出を開始するなど「計画

に基づいた取組が行われ、改善傾向が見られる」と評価できる。 

  劣化兆候については、第３者アンケート調査結果から意識がやや低下している傾向が

前年度から継続しており、常に問いかける姿勢及び良好なコミュニケーションといった

要素においては、「さらに傾向を見るため継続した監視を必要とする」と評価する。取

組要請事項を踏まえ、なお一層の安全文化の醸成に努めていただきたい。 

 

２．取組要請事項 

発電所員一人一人が、業務の仕組みの構築に当たっては、「常に問いかける姿勢」を

もち、組織の上下間、異なる部署間での連携作業が円滑に実施できるよう「良好なコミ

ュニケーション」の更なる充実を図っていただきたい。 

 

３．奨揚がふさわしい取組 

ヒューマンエラーを最小限に抑えることを目的に、米国を参考にして、「運転員のため

のヒューマン・パフォーマンス・ツール」を作成し、定例試験の現場で本ツールを活用

して安全確認のための作業ミーティングを実施していたことは、米国のヒューマンエラ

ーの事例から得られた知見を蓄積、学習し、改善活動に反映させる姿勢の表れと評価で

きる。 
 

 

以上  


